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東
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西
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は
し
が
き

肥
前
国
高
来
郡
に
お
い
て
は
、
平
安
末
か
ら
南
北
朝
初
期
に
か
け
て
、
高
来
郡
に
代
り
高
来
東
郷
・高
来
西
郷
と
の
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
的
性
格
を
明
ら
か

に
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
両
郷
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

次
に
、
高
来
郡
に
お
い
て
、
室
町
期
に
高
来
北
方

一
揆
、
ま
た
は
北
高
来

一
揆
等
と
称
さ
れ
る

一
揆
が
存
在
し
た
こ
と
が
新
出
の
佐
々
木
文
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
一
揆
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

肥
前
国
高
来
東
郷

・
高
来
西
郷
に
つ
い
て

１
　
高
来
郡
の
内
部
構
造

い
う
ま
で
も
な
く
律
令
制
下
に
あ
っ
て
は
、
当
初
、
国
郡
里
の
地
方
行
政
体
制
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
霊
亀
元
年
に
里
は
郷
と
改
め
ら
れ
、
郷
の
下
に
新
た
に

里
が
設
け
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
郷
里
制
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
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二

八
世
紀
初
頭
に
編
纂
を
み
た

『肥
前
国
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
肥
前
国
高
来
郡
に
は
九
郷
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
具
体
的
郷
名
は
挙
げ
て
い
な
い
。

一
方
、
十
世
紀
前
半
に
成
立
し
た

『倭
名
類
乗
抄
』
に
よ
る
と
、
高
来
郡
に
は
四
郷
が
あ
っ
た
と
し
て
、
山
田
郷

。
新
居
郷

・
神
代
郷

・
野
鳥
郷
の
四
郷
を
記
し
て
、
『肥

前
国
風
土
記
』
が
九
郷
と
す
る
の
と
相
違
す
る
。
因
み
に
高
来
郡
以
外
に
つ
い
て
、
『肥
前
国
風
上
記
』
は
、
肥
前
国
の
他
の
長
崎
県
域
に
関
し
て
、
松
浦
郡

・
彼
杵
郡
を
合

わ
せ
て
二
四
郷
と
す
る
の
に
対
し
、
『倭
名
類
乗
抄
』
は
、
こ
の
両
郡
分
を
合
わ
せ
て

一
一
郷
で
あ
っ
た
と
し
て
、
『肥
前
国
風
土
記
』
の
半
数
以
下
が
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。
こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
竹
内
理
三
氏
は
、
『倭
名
類
乗
抄
』
が
省
略
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
で
は
、
そ
の
省
略
さ
れ
た
郷

は
何
で
あ
る
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『日
本
地
理
志
科
』
は
、
ま
ず
郡
家
の
所
在
地
と
し
て
高
来
郷
、
そ
し
て

『肥
前
国
風
上
記
』
の
記
述
か
ら
、
大
野
宿
称
の
賜
っ
た
も

の
と
し
て
大
野
郷
、
そ
し
て
、
土
歯
池
か
ら
土
歯
郷
、
そ
し
て
、
『延
喜
式
』
兵
部
省
式
に
み
え
る
早
埼
牛
牧
の
所
在
地
と
し
て
有
馬
郷
が
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
ど
口

妻
鏡
』寛
元
四
年
条
に
串
山
郷
が
み
え
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
そ
れ
に
当
る
と
し
て
、
な
お
二
郷
が
不
足
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
さ
さ
か
憶
測
に
過
ぎ
る
。

こ
の
う
ち
串
山
郷
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
記
述
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
何
分
十
二
世
紀
に
初
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
が
八
世
紀
当
時
以
来
の
も
の

と
は
判
断
し
難
い
。
竹
内
氏
が
高
来
郷
以
外
の
諸
郷
に
つ
い
て
、
に
わ
か
に
断
じ
難
い
と
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
り

実
は
右
の
他
に
も
、
南
北
朝
時
代
の
康
安
元
年

（史
料
で
は
正
平
十
六
年
）
十
月
二
十
八
日
当
時
、
河
上
神
社
文
書
に
②
「山
田
庄
内
守
山
郷
」
と
し
て
、
守
山
郷
が
み
え
る
。

も
と
も
と
山
田
庄
は
、
『倭
名
類
乗
抄
』
の
山
田
郷
か
ら
山
田
庄

へ
と
転
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
に
至
っ
て

「山
田
庄
内
守
山
郷
」
と
記
す
の
は
、
こ
れ
が
先
の
八

世
紀
初
頭
の

『肥
前
国
風
上
記
』
に
い
う
九
郷
の
う
ち
の
一
つ
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
他
、
さ
ら
に
高
来
郷
に
は
平
安
末
か
ら
鎌
倉
、
南
北
朝
期
に
お
い
て
、
冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
、
な
お

「高
来
東
郷
」
「高
来
西
郷
」
と
い
う
も
の
が
み
え
る
。
こ
の
両

郷
を
合
め
、
肥
前
国
高
来
郡
そ
の
他
に
関
し
て
記
す
も
の
に
、
肥
前
国

一
宮
河
上
神
社
の
、
「河
上
宮
造
営
用
途
支
配
惣
田
数
注
文
」
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

注
進肥
前
国
庄
公
造
河
上
宮
用
途
支
配
惣
田
数
田
所
渡
田
事

合
（中
略
）

一
、
庄
薗
分（中
略
）

杵
島
南
郷
庄
五
百
丁
一平
丁

（中
略
）

松
浦
西
郷
元
四
百
十
丁
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宇
野
御
厨
庄
三
百
丁

伊
佐
早
庄
二
百
五
十
三
丁

彼
杵
庄
四
百
十
二
丁
五
反

千
々
岩
庄
三
十
丁

髪

白

庄

四

十

丁

一万
四
士

一一丁
五
反
一一更

山
田
庄
三
百
四
十
丁

高
木
有
間
庄
八
十
丁

串
山
庄
二
十
丁

（中
略
）

公
田
分
基
襲
北
郷
百
五
十
七
丁
八
反
三
丈

同
南
郷
三
百
二
十
七
丁
三
反
三
丈

養
父
東
郷
二
百
三
十
二
丁
二
反

同
西
処
自
九
十
二
丁
六
反
内
覇
生
舞
靴
貫
聟
紘
反

叢
君
行
裸
仕
屯
＋
キ
Ｊ
号
天
神
御
領
相
除

瓜
生
野
保
七
十
九
丁
四
丈

三
根
東
郷
二
百
六
十
六
丁
二
反

一
丈

同
西
郷
三
百
九
十
三
丁
九
反

矢
俣
保
三
百
三
十
丁

城
崎
東
郷
二
十

一
丁
八
反

同
西
郷
百
三
丁
四
反
四
丈

深
溝
北
郷
八
十
五
丁

一
反
二
丈

同
南
郷
百
七
丁
五
反

小
津
東
郷
百
三
十
三
丁
二
反
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四

山
田
東
西
郷
百
六
十

一
丁

一
反
四
丈

坊
所
保
百
七
十
四
丁
三
反
二
丈

杵
嶋
北
郷
二
百
五
十
五
丁

六
箇
里
保
百
二
十
丁

高
木
東
郷
三
百
五
十
四
丁

同
西
郷
八
十
二
丁

寄
人
六
十
八
丁

一
反

己
上
三
千
五
百
四
十
九
丁
六
反
三
丈
内

除
二
百
六
十
九
丁
五
反
三
丈
但
無
田
数
所
々
分

定
田
三
千
三
百
丁

一
反

根
米
四
百
九
十
五
石

一
升
五
合

准
絹
四
百
九
十
五
貫
十
五
文

惣
合

一
万
三
千
七
百
十
九
丁
六
反

除
二
百
四
十
九
丁
五
反
三
丈

定
田

一
万
三
千
四
百
七
十
丁
二
丈

根
米
二
千
二
十
石
五
斗
六
合

准
絹
二
千
二
十
貫
五
百
六
文

右
、
大
略
注
進
如
件

正
応
五
年
八
月
十
六
日
　
　
田
所

（花
押
）

以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
末
期
正
応
五
年
八
月
十
六
日
当
時
に
お
け
る
高
来
郡
の
状
況
は
、
大
き
く
庄
園
、
公
田

（国
衛
領
）
の
二
つ
の
部
分
に
分
か

れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
庄
園
と
し
て
、
伊
佐
早
庄
二
五
三
町
、
千
々
岩
庄
三
〇
町
、
髪
白
庄
四
〇
町
（元
四
三
町
五
反
三
丈
）
、
山
田
庄
二
四
〇
町
、
高
ズ
有
間
庄
八
〇
町
、

串
山
庄
二
〇
町
が
あ
っ
た
。

一
方
、
公
田

（国
衛
領
）
と
し
て
、
高
来
東
郷
二
五
四
町
、
高
来
西
郷
八
三
町
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
高
来
郡
内
に
は
、
こ
の
他
、
さ
ら
に
別
符
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
『八
幡
宇
佐
御
神
領
大
鏡
』
に
よ
る
と
、
そ
こ
に
宇
佐
神
宮
領
と
し
て
、
「伊
佐
早
村
田
畠
」
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や
、
「高
来
郡
油
山
十
二
箇
所
」
の
他
、
「高
来
別
符
」
「村
田
別
符
」
「豆
津
別
符
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
所
属
は
何
処
と
も
特
に
記
し
て
は
い
な
い
が
、
記
載
位
置
か
ら

し
て
、
高
来
郡
内
の
可
能
性
が
高
い
。
同
書
は
鎌
倉
初
期
の
建
久
五
年
か
ら
七
年
の
頃
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
？

こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
の
肥
前
国
高
来
郡
は
、
右
に
み

る
よ
う
に
形
態
上
か
ら
し
て
も
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

２
　
高
来
東
郷

・
東
来
西
郷
の
性
格

さ
て
こ
の
う
ち
、
高
来
東
郷

・
高
来
西
郷
の
歴
史
的
性
格
を
み
る
に
つ
い
て
、
ま
ず
次
の
史
料
を
提
示
し
よ
う
。

以
武
蔵
国
稲
毛
本
庄
被
相
博
肥
前
国
高
来
西
郷
事
、
此
地
者
平
家
没
官
領
也
、
後
白
河
院
時
、
将
軍
家
令
賜
御
畢
、
仰
付
地
頭
時
員
法
師
、
所
令
進
御
室
御
年
貢
也
、
而

今
作
御
年
貢
者
、
為
東
郷
地
頭
行
員
之
沙
汰
、
相
加
西
郷
分
、
任
本
数
可
進
済
也
、
至
子
西
郷
者
、
依
可
為
前
大
僧
正
御
坊
領
、
領
家
地
頭
可
為

一
向
不
輸
之
状
、
依
仰
下

知
如
件
、

（北
条
義
時
）

承
久
三
年
八
月
汁
日

陸
奥
守
平

（花
押
）

（保
坂
潤
治
氏
所
蔵
文
書
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
来
西
郷
は
平
家
没
官
領
で
あ
っ
て
、
御
白
河
院
の
時
、
源
頼
朝
に
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
従
っ
て
こ
れ
は
、
も
と
平
家

一
門
某
の
庄
園
で
あ
っ

た
。
恐
ら
く
平
家
が
権
力
を
振
っ
た
十
二
世
紀
の
中
後
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
の
河
上
神
社
文
書
の
記
載
内
容
と
い
さ
さ
か
皿
齢
す
る
。
す

な
わ
ち
、
同
文
書
に
よ
る
と
高
来
西
郷
は
高
来
東
郷
と
共
に
公
田

（国
衛
領
）
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
右
文
書
の
意
味
す
る
庄
園
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
公
田
と
は
名
ば
か
り
で
、
実
態
は
庄
園
に
他
な
ら
ず
、
河
上
神
社
文
書
は
、
建
前
を
記
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
高
来
東
郷
に
つ
い
て
は
、
右
の
文
書
に
見
え
る
東
郷
自
体
に
他
な
ら
な
い
。
史
料
的
に
は
こ
の
承
久
三
年
八
月
二
十
日
が
初
見
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
記
述
内
容

や
、
東

・
西
対
比
的
な
呼
称
等
か
ら
し
て
、
こ
れ
ま
た
高
来
西
郷
と
同
様
、
平
安
末
に
は
成
立
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
郡
・郷
に
つ
い
て
は
、
早
く
松
岡
久
人
氏
⑤
に
よ
っ
て
研
究
が
行
わ
れ
、
郡
・郷
両
者
が
同
質
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ

う
し
た
性
格
の
郷
の
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
坂
本
賞
三
氏
に
よ
る
と
、
早
く
も
天
暦
五
年
二
月
十

一
日
に
み
え
る
肥
前
国
杵
島
両
郷
の
例
に
み
る
よ
う
に
、
十
世
紀
に
は

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
？

ン」
う
し
て
、
先
の
河
上
神
社
文
書
に
は
、
高
来
郡
以
外
に
あ
っ
て
も
、
基
舞
郡
に
源
流
を
も
つ
基
癖
北
郷

・
基
痒
南
郷
、
養
父
郡
に
源
流
を
も
つ

養
父
東
郷

・
養
父
西
郷
、
三
根
郡
に
源
流
を
も
つ
三
根
東
郷

二
局
来
西
郷
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。
高
来
東
郷

上
局
来
西
郷
は
こ
う
し
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
成
立
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

こ
う
し
た
変
質
し
た
郡
と
郷
と
が
同
質
で
あ
る
と
い
う
指
摘
に
関
連
し
て
、
高
来
西
郷
に
関
わ
る
次
の
史
料
を
提
示
し
よ
う
。

五
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エハ

肥
前
国
多
比
良
六
郎
左
衛
門
尉
通
世
謹
言
上
、

同
国
高
来
西
郷
内
伊
福
村
地
頭
孫
二
郎
入
道
幸
蓮
、
忘
先
例
、
抑
留
西
郷
郡
司
・図
師
得
分
用
途
十
九
貫
七
百
二
十
二
文
条
、
無
謂
上
者
、
不
日
可
致
其
弁
由
、
欲
蒙
御
成

敗
事
、

（中
略
）

元
享
三
年
十

一
月
日

（大
川
文
書
）

「西
郷
郡
司
。
図
師
得
分
用
途
十
九
貫
七
百
二
十
文
」
を
抑
留
し
た
と
し
て
、

し
か
も
、
こ
の
訴
訟
を
起
し
た
人
物
は
多
比
良
六
郎
左
衛
門
尉
通
世
で
あ
っ

と
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
は
高
来
西
郷
内
伊
福
村
地
頭
大
川
孫
二
郎
入
道
幸
蓮
と
い
う
者
が
、

こ
れ
は
謂
な
き
て
と
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
弁
償
を
求
め
て
鎮
西
探
題
に
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。

て
、
こ
の
人
こ
そ

「西
郷
郡
司

。
図
師
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
人
物
の
性
格
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
な
お
次
の
史
料
を
提
示
し
よ
う
。

肥
前
国
高
来
西
郷
永
吉
名
減
朧
郡
・参
箇
季
国
方
馬
上
検
注
目
録
事
、

合

円
工
欲
拾
込
分
阿
壬
雪
一供
加
犬
法
師
名
内
五
段
定

不
輸
田
癖
町
伍
段
内

（中
略
）

□
見
作
田
捌
町
伍
段
壱
杖

（中
略
）

除

井
料
壱
町
五
段
、
大
領
免
壱
町
、
書
生
給
四
段
、
地
頭
給
弐
町
、
郡
司
給
参
段
、

（叫
）
田
弐
段
弐
杖

（中
略
）

右
、
国
検
目
録
之
状
如
作
、

元
応
参
季
二
月
十
七
日

全三魯E
花 花
押 押

（
マ
ゝ
）

図
師
給
壱
段
、
所
田
所
給
壱
段
、
定
使
壱
段
、

（大
川
文
書
）
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こ
れ
は
、
元
応
三
年
二
月
二
十
七
日
に
お
け
る
高
来
西
郷
永
吉
名
国
方
馬
上
検
注
目
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
永
吉
名
に
関
し
、
文
保
二
年
か
ら
元
応
二
年
ま
で
の
足

掛
三
カ
年
分
の

「国
方
」
の
本
検
注
に
よ
る
と
、
総
田
数

一
三
町

一
丈
の
う
ち
、
不
輸
田
が
四
町
五
反
、
ま
た
実
際
の
耕
作
地
が
八
町
五
反

一
丈
で
あ
っ
て
、
田
地
の
六
割
五

分
程
度
に
過
ぎ
ず
、
全
体
と
し
て
は
か
な
り
荒
廃
し
て
い
た
。
し
か
も

「除
」
、
す
な
わ
ち
免
税
地
が
頗
る
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
本
来
の
郡
司
の
一
つ

「大
領
」
の

免
田
が

一
町
あ
る
他
、
「郡
司
給
」
と
し
て
三
反
が
合
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
み
た

「西
郷
郡
司
」
で
あ
る
多
比
良
氏
の
も
の
で
、
こ
れ
が

「大
領
」
の
免
田
と
は
別
に

給
田
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
下
に

「図
師
」
（但
し
、
実
際
に
は

「西
郷
郡
司
」
多
比
良
氏
が
兼
任
し
て
い
た
。
）
、
「田
所
」
、
「定
使
」
が
、
郡
司
の
三
反
に
対

し
、
各
々
そ
の
三
分
の
一
に
あ
た
る

一
反
ず

つ
を
給
田
と
し
て
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
高
来
西
郷
は
、
高
来
東
郷
と
共
に
、
先
学
の
説
か
れ
る
よ
う
に
、　
一
応
は
高
来
郡
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
実
際
に
は
別
個
の
存
在
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
「西
郷
郡
司
」
と
い
う

一
見
奇
異
な
称
呼
の
郡
司
は
、
本
来
の
高
来
郡
が
そ
の
機
能
を
喪
失
し
、
高
来
東
郷
と
高
来
西
郷
と
に
分
割
さ
れ
た
と
こ
ろ

の
私
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

「西
郷
郡
司
」
で
あ
る
多
比
良
氏
に
つ
い
て
は
、
『百
練
抄
』
永
暦
元
年
五
月
十
五
日
条
に
、

鎮
西
賊
主
通
良
従
類
七
人
首
伝
京
師
、
上
皇
御
見
物
一バ
々
、

と
あ
る
。
さ
ら
に

『源
平
盛
衰
記
』
日
向
太
郎
通
良
懸
首
事
、
と
す
る
項
に
、
肥
前
国
住
人
日
向
太
郎
通
良
が

「朝
威
ヲ
傾
ケ
ン
ト
ス
ル
聞
エ
ア
リ
シ
」
に
よ
っ
て
、
平
清
盛

が
そ
の
追
討
の
命
を
受
け
た
。
そ
こ
で
平
家
貞
が
永
暦
元
年
、
通
良
以
下
三
二
五
人
を
討
取
っ
た
。
同
年
五
月
十
五
日
、
通
良
及
び
そ
の
子
息
通
秀
以
下
七
名
の
首
を
鳥
羽
院

が
御
覧
に
な
ら
れ
た
と
す
る
。
『歴
代
鎮
西
要
略
』
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
詳
細
に
、
日
向
通
良
が
源
氏
の
縁
に
よ
っ
て
平
家
に
従
わ
ず
、
城
郭
を
構
え
て
平
家
に
抵
抗
し
た
。
よ
っ

て
清
盛
が
勅
を
奉
じ
、　
一
門
の
平
家
貞
に
こ
れ
を
追
討
さ
せ
た
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
日
向
太
郎
通
良
の
子
通
秀
が
多
比
良
氏
を
称
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
『歴
代

鎮
西
要
略
』
に
つ
い
て
は
、
史
料
価
値
に
や
ゝ
問
題
を
残
す
が
、
先
の

『百
練
抄
』
、
『源
平
盛
衰
記
』
の
記
述
を
敷
行
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
比
較
的
信
憑
性
は
高
い
と
み
て

よ
い
。
と
し
た
場
合
、
先
に
み
た

「西
郷
郡
司
」
多
比
良
六
郎
左
衛
門
通
世
と
の
関
係
で
み
る
と
、
こ
れ
は
日
向
太
郎
通
良
、
及
び
こ
と
に
そ
の
子
多
比
良
通
秀
と
は
、
同
氏

で
あ
り
、
ま
た
通
字
に
通
を
用
い
て
い
る
点
に
お
い
て
一
致
し
、
こ
れ
へ
の
系
譜
に
繋
が
る
者
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「西
郷
郡
司
」
多
比
良
氏

は
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う
に
、
十
二
世
紀
当
時
に
あ
っ
て
は
、
政
治
的
動
き
を
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
た
だ
し
、　
一
方
、
こ
れ
に
対
し
、
高
来
東
郷
郡
司
も
存
在
し
た
で

あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
造
憾
な
が
ら
史
料
的
裏
付
け
が
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
高
来
東
郷
は
、　
一
方
に
お
い
て

コ
局
来
東
郷
庄
」
９
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
示
し
た
高
来
西
郷
が
平
家

一
門
の
庄
園
と
な
っ
て
い
た
事
実
と
同
様
、

（河
上
神
社
文
書
に

「公
田
」
と
記
さ
れ
て
い
た
建
前
と
は
別
に
）
実
態
と
し
て
庄
園
化
し
て
い
る
事
実
を
捉
え
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
高
来
東
郷

・
高
来
西
郷
は
、
変
質
し
た
高
来
郡
と
同
様
、
庄
園
と
し
て
の
実
態
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
と
同
質
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
面
積
規
模
は
、
高
来
郡
と
比
較
し
て
如
何
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
提
示
し
た
河
上
神
社
文
書
の
正
応
五
年
の
河
上
宮
造
営
用
途
支
配
惣
田
数
注
文
に
よ
る

七



県立長崎シーボルト大学国際情報学部紀要 創刊号

＼

と
、
繰
り
返
す
が
、
高
来
郡
は
高
来
東
郷
二
五
四
町
、
高
来
西
郷
八
三
町
と
あ
る
。
そ
し
て
庄
園
と
し
て
、
伊
佐
早
庄
二
五
三
町
、
千
々
岩
庄
三
〇
町
、
髪
白
庄
四
〇
町
、
山

田
庄
二
四
〇
町
、
高
来
有
間
庄
八
〇
町
、
串
山
庄
二
〇
町
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『八
幡
宇
佐
宮
大
鏡
』
に
よ
る
と
、
な
お
こ
の
他
、
高
来
別
符
以
下
豆
津
別
符

・
村
田
別
符
等
も
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
高
来
東
郷

上
局
来
西
郷
は
、
右
の
庄
園

・
別

符
と
は
区
別
さ
れ
て
お
り
、
単
純
に
高
来
郡
が
東
西
に
分
割
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
来
東
郷
・高
来
西
郷
は
、
高
来
郡
と
は
た
と
え
同
質
で

は
あ
っ
て
も
、
同
量

（同
規
模
）
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
両
郷
の
規
模
も
著
し
く
相
違
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
来
東
郷
が
二
五
四
町
で

あ
り
、
高
来
西
郷
は
八
三
町
で
あ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。
高
来
東
郷

上
局
来
西
郷
と
は
称
さ
れ
る
が
、
高
来
東
郡
上
局
来
西
郡
と
称
さ
れ
て
い
な
い
の
は
こ

う
し
た
事
情
と
関
わ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
こ
の
間
に
あ
っ
て
、
両
郷
の
そ
れ
ぞ
れ
規
模
も
、
時
に
多
少
の
出
入
り
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
山
田
庄
に
つ
い
て
み
る
と
、
先
の
正
応
五
年
当
時
、

河
上
神
社
文
書
で
は
、
単
に
山
田
庄
と
あ
る
が
、
こ
の
他
、
佐
々
木
文
書
に
よ
る
と
、
文
治
二
年
十
二
月
。
に

「山
田
御
庄
」
と
あ
る
他
、
同
文
書
、
正
応
元
年
十
月
⑨
に
あ
っ

て
も
同
様

「肥
前
国
山
田
庄
」
と
記
す
の
で
あ
る
が
、
次
に
掲
示
す
る
比
志
島
文
書
、
弘
安
九
年
間
十
二
月
二
十
八
日
付
、
蒙
古
合
戦
勲
功
地
配
分
注
文
に
よ
る
と
、

商

芦

守

時

定

肥
前
日
高
木
西
郷
山
田
庄
領
家
惣
地
頭
両
職

と
あ
る
。
こ
れ
は
北
条
時
定
が
元
寇
の
恩
賞
と
し
て
配
分
し
た
も
の
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「高
木
西
郷
山
田
庄
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
を
、
山

田
庄
が
高
来
西
郷
内
の
も
の
と
捉
え
る
べ
き
か
、
ま
た
は
高
来
西
郷

（庄
）
及
び
山
田
庄
の
意
と
解
す
る
か
、
筆
者
は
、
後
者
と
考
え
る
こ
と
後
述
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
種
の
記
述
と
し
て
は
、
他
に
す
で
に
掲
示
し
た
河
上
神
社
文
書
正
応
五
年
八
月
十
六
日
付
の

コ
局
木
有
間
庄
八
十
丁
」
、
深
江
文
書
⑩
正
応
元
年
に
み
え
る

コ
局
来
東
郷
有

間
庄
内
深
江
村
」
な
ど
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
深
江
村
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に

コ
局
来
東
郷
内
深
江
村
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
へ
有
間

庄
は
先
の
山
田
庄
の
場
合
と
異
な
り
、
高
来
東
郷
内
の
有
間
庄
の
意
で
あ
る
。
ま
た
串
山
庄
も
、
後
述
す
る
惣
地
頭
対
小
地
頭
の
抗
争
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
高
来

東
郷
に
所
属
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
高
来
東
郷
二
五
四
町

上
局
来
西
郷
八
三
町

（正
応
五
年
八
月
当
時
）
に
つ
い
て
、
高
来
郡
の
何
れ
の
地
域
に
あ
た
る
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め

た
い
。

高
来
東
郷
に
つ
い
て
、
深
江
文
書
に
よ
る
と
、
ま
ず
深
江
村
に
関
し
、
「高
来
東
郷
深
江
村
」
（文
永
二
年
七
月
二
十
九
日
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
今
日
の
長
崎
県
南
高
来
郡
深

江
町
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
同
文
書
に
は
、
さ
ら
に
先
に
み
る
よ
う
に
、
「高
来
東
郷
有
間
庄
内
深
江
村
」
（正
応
元
年
十
月
二
十
二
日
）
と
あ
り
、
こ
れ
か
ら
す
れ

ば
、
深
江
村
は
こ
の
段
階
で
有
間
庄
に
所
属
し
、
か
つ
有
間
庄
が
ま
た
東
郷
庄
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
有
間
庄
が
今
日
の
深
江
町
域
に
ま
で
及
ん
で
い
た
と

い
う
の
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
こ
の
有
間
庄
の
主
要
な
部
分
は
、
恐
ら
く
今
日
の
南
高
来
郡
北
有
馬
町
及
び
南
有
馬
町
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
同
じ
く
深
江
文
書
に
は
、
「高
来
東
郷
加
津
佐
村
Ｆ

（貞
和
二
年
六
月
十
二
日
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
南
高
来
郡
加
津
佐
町
も
ま
た
高
来
東
郷
に
属
し
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て
い
た
。
こ
の
他
、
肥
後
広
福
寺
文
書
に
よ
る
と
、
「高
来
東
郷
土
黒
村
ぎ

（文
中
二
年
十
二
月
十
二
日
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
今
日
の
南
高
来
郡
国
見
町
土
黒
に
あ
た
る
と
み

ら
れ
る
。
島
原
半
島
の
北
部
に
位
置
す
る
。

瀬
野
精

一
郎
氏
は
、
「高
来
東
郷
と
は
、
深
江

（長
崎
県
南
高
来
郡
深
江
町
）

。
有
馬

（長
崎
県
南
高
来
郡
北
有
馬
町

・
南
有
馬
町
）

・
加
津
佐

（長
崎
県
南
高
来
郡
加
津

佐
町
）
。
串
山

（長
崎
県
南
高
来
郡
南
串
山
町
）
な
ど
を
含
む
、
現
在
の
島
原
半
島
南
目

一
帯
に
当
び

る
と
さ
れ
る
。
深
江

・
有
馬

・
加
津
佐
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い
。
と

こ
ろ
で
、
串
山
に
つ
い
て
は
、
ど
画妻
鏡
』
寛
元
四
年
二
月
十
二
日
条
に
、
有
間
左
衛
門
尉
朝
澄
が
串
山
郷
に
つ
い
て
越
中
七
郎
左
衛
門
次
郎
政
員
と
相
論
し
、
こ
の
日
、
政

員
の
訴
え
が
棄
却
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
よ
り
先
、
同
じ
く

『吾
妻
鏡
』
寛
元
二
年
六
月
二
十
七
日
条
に
よ
る
と
、
有
間
朝
澄
は
、
「高
来
東
郷
地
頭
職
」
に
つ
い
て
幕
府

に
訴
え
て
い
る
。
相
論
の
相
手
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
先
の
Ｆ
口妻
鏡
』
の
記
事
か
ら
す
れ
ば
、
越
中
政
員
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は

惣
地
頭
越
中
氏

（後
述
）
対
小
地
頭
有
間
氏
の
相
論
で
あ
っ
て
、
串
山
側
が
高
来
東
郷
内
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
も
し
そ
の
推
定
が
誤
り
で
な
け
れ
ば
、
串
山
郷
は
高
来

東
郷
に
所
属
し
た
こ
と
に
な
る
。
串
山
郷
は
、
河
上
神
社
文
書
正
応
五
年
八
月
の
前
掲
史
料
で
は
串
山
庄
と
記
さ
れ
て
お
り
、
郷
中
の
郷
と
い
う
不
自
然
な
記
述
も
受
入
れ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
串
山
郷
も
高
来
東
郷
に
所
属
し
た
と
す
る
瀬
野
氏
の
主
張
に
結
論
的
に
賛
成
で
き
る
。

し
か
し
、
島
原
半
島
北
部
の
上
黒
村
も
高
来
東
郷
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
瀬
野
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
単
に

「島
原
半
島
南
目

一
帯
の
地
域
」
の

み
で
は
な
く
、　
一
部
は
北
目
に
も
及
ん
で
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
高
来
西
郷
の
範
囲
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
先
に
示
し
た
河
上
神
社
文
書
正
応
五
年
八
月
の
史
料
が
、
当
時
八
三
町
で
あ
っ
て
、
高
来
東
郷
の
二
五
四
町
と

比
し
て
著
し
く
狭
小
で
あ
っ
た
こ
と
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
大
川
文
書
に
、
「高
来
西
郷
伊
福

・
大
川
両
村
」
（正
応
五
年
十
二
月
二
十
日
ど

と
あ
り
、
今
日
の
南
高
来
郡
瑞
穂
町
伊
福
甲

・
伊
福
乙
に
相
当
す
る
。
同
じ
く
大
川

文
書
に
、
「高
来
西
郷
永
吉
名
」
（元
応
三
年
二
月
二
十
七
日
り

と
あ
る
。
今
日
の
南
高
来
郡
瑞
穂
町
内
の
一
角
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
は
不
明
で
あ
る
。

高
来
西
郷
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
南
北
朝
時
代
以
降
は
消
滅
す
る
。
し
か
し
、
今
日
、
瑞
穂
町
内
に
は
西
郷
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
往
時
の
高
来
西
郷
を
こ
う
し
た
形
で
伝

え

て

い
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
高
来
西
郷
は
、
今
日
の
南
高
来
郡
瑞
穂
町
を
中
心
と
す
る
島
原
半
島
北
目
に
展
開
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
、
そ
し
て
南
北
朝
初
期
ま
で
認
め
ら
れ
た
高
来
東
郷
・高
来
西
郷
は
、
や
が
て
そ
の
称
呼
が
消
滅
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
深
江
村
に
関
す
る

表
記
に
つ
い
て
み
る
と
、
鎌
倉
時
代
に
あ
っ
て
は

「高
来
東
郷
内
深
江
浦
」
（宝
治
元
年
六
月
五
日
り

と
あ
る
他
、
多
く
は

「高
来
東
郷
深
江
村
」
（文
永
二
年
七
月
二
十
九

日
Ψ

そ
の
他
）
と
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
稀
に

「高
来
東
郷
庄
深
江
村
」
（元
応
元
年
九
月
六
日
ど
、
「高
来
東
郷
有
間
庄
内
深
江
村
」
（正
応
元
年
十
月
二
十
三
日
ど

と
記
さ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
南
北
朝
時
代
に
入
っ
た
貞
和
五
年
九
月
十
七
日
ま
で
は
盟局
来
東
郷
深
江
村
ど

の
表
記
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
翌
貞
和
六
年
七
月
十
日
ぃ
に
な
る
と
、
こ
こ

に

「高
来
郡
深
江
村
」
と
の
表
記
に
変
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
来
て
、
従
来
認
め
ら
れ
た
高
来
東
郷
の
称
が
消
滅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
後
も
、
と
き
に
な
お

Ｆ
局
来
東
郷

九
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深
江
村
」
（観
応
二
年
九
月
十
七
日
留

応
安
五
年
八
月
二
十
九
日
Ｊ

の
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ほ
ゞ
「高
来
郡
内
深
江
村
」
（貞
和
七
年
正
月
十
日
ツ

の
他
、
大

か
た
は

「高
来
郡
深
江
村
」
（文
和
二
年
二
月
十
八
日
四
・
正
平
十
三
年
二
月
∞
・
明
徳
三
年
五
月
り

と
称
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
加
津
佐
村
に
関
し
て
も
、
貞
和
三
年
六
月
十
二
日
当
時
で
は

「高
来
東
郷
加
津
佐
村
♂

（深
江
文
書
）
と
表
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
正
平
十
六
年
十

一
月
一

日
田
当
時
に
は
高
来
東
郷
の
称
は
消
滅
し
、
単
に

「高
来
郡
賀
津
佐
村
」
（肥
後
広
福
寺
文
書
）
と
表
記
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
翌
正
平
十
七
年
八
月
二
十
一

日
に
は
、
再
び

「高
来
東
郷
賀
津
佐
村
」
”

（広
福
寺
文
書
）
と
み
え
る
が
、
大
勢
と
し
て
消
滅
の
方
向
に
進
ん
だ
型
」
と
は
疑
い
な
い
。

一
方
、
高
来
西
郷
に
関
し
て
み
る
と
、
史
料
的
に
十
分
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、
高
来
東
郷
ほ
ど
そ
の
変
遷
を
追
跡
で
き
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
が
、
南
北
朝
期
に
至
り
、
消

滅
す
る
大
勢
は
疑
い
な
い
。
た
だ
そ
の
間
に
、
い
さ
さ
か
高
来
東
郷
と
は
異
な
っ
た
様
相
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
川
文
書
に
よ
る
と
、
伊
福

。
大
川
両
村
に
関
し
、

建
保
五
年
九
月
十
四
日
働
当
時
、
「肥
前
国
高
来
郡
内
宇
佐
宮
御
領
伊
福

。
大
河
田
畠
山
野
」
と
み
え
、
仁
治
元
年
間
十
月
六
日
∞
に
は
、
諏
〕市
国
大
河
村
」
と
あ
る
。
ま
た
仁

治
二
年
十
月
十
五
日
∞
で
は

「肥
前
国
大
河
西
郷
」
と
し
、
正
応
五
年
十
二
月
二
十
日
ω
に
は

「肥
前
国
高
来
西
郷
伊
福

。
大
河
両
村
」
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
翌
正
応
六
年

四
月
二
日
ω
に
あ
っ
て
は
、
「ひ
せ
ん
の
く
に
た
か
く
の
こ
を
り
い
ふ
く
の
む
ら
」
（肥
前
国
高
来
郡
伊
福
村
）
と
し
、
永
仁
六
年
二
月
十
二
日
に
お
い
て
は
、
「肥
前
国
高
来
郡

西
郷
大
河
村
Ｆ

と
す
る
。
ま
た
正
応
二
年
八
月
六
日
∝
当
時
で
は

「肥
前
国
恥
唖
郡
伊
福
村
」
と
す
る
が
、
こ
れ
よ
り
後
の
正
中
三
年
二
月
十
九
日
ω
に
は
、
依
然
と
し
て
鈴時
）

前
国
高
来
西
郷
伊
福

」
嚇
庁
両
村
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
表
記
が
種
々
乱
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
鎌
倉
期
に
あ
っ
て
既
に
高
来
西
郷
で
な
く
、
高
来
郡
が
用
い
ら
れ
て
い
る

場
合
も
あ
る
。
執
筆
者
の
立
場
に
よ
っ
て
、
高
来
西
郷
を
認
知
し
よ
う
と
す
る
場
合
と
、
然
ら
ざ
る
と
に
よ
っ
て
こ
の
相
違
が
出
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
高
来
東
郷
と
高
来
西
郷
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
、
そ
し
て
南
北
朝
初
期
頃
ま
で
の
間
存
在
し
た

一
時
的
性
格
の
も
の
―
と
は
い
え
、
そ
れ
は
数
世
紀
間

に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
―
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
律
令
制
の
古
典
的
国
郡
里
と
い
う
行
政
区
劃
に
代
り
、
霊
亀
元
年
施
行
さ
れ
た
国
郡
郷
里

（郷
里
制
）

と
い
う
制
度
的
所
産
と
も
本
来
的
に
相
違
す
る
自
然
発
生
的
。私
的
性
格
の
も
の
に
由
来
す
る
こ
と
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
制
度
的
所
産
で
あ
る
郷
里
制
の
郷
自
体
が
公

的
性
格
を
喪
失
し
た
た
め
、
結
果
的
に
同
質
化
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
う
。

次
に
高
来
東
郷

・
高
来
西
郷
が
、
事
実
上
共
に
庄
園
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
で
は
、
「高
来
東
郷
有
間
庄
」
に
つ
い
て
は
ど
う
理
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。
庄
園
中
に
同
時
に
別
個
の
庄
園
が
存
在
す
る
こ
と
は
な
く
、　
一
応
高
来
東
郷
庄
と
は
別
に
有
間
庄
が
存
在
し
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
建
前
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
は
深
江
村
に
関
す
る
記
述
方
式
か
ら
し
て
、
高
来
東
郷
内
有
間
庄
と
理
解
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
。
有
間
庄
と
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
深
江
文
書

正
応
元
年
十
月
二
十
二
日
付
宇
佐
宮
作
料
銭
請
取
状
の
他
、
河
上
神
社
文
書
正
応
五
年
八
月
十
六
日
付
河
上
宮
造
営
用
途
支
配
惣
田
数
注
文
に
、

高
木
有
間
庄
八
十
丁

と
見
え
た
こ
と
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
で
は
有
間
庄
は
高
来
東
郷

（庄
）
か
ら
分
離
独
立
し
た
庄
園
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
結
論
を
急
ぐ
前
に
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
史

料
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
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繰
り
返
す
が
、
有
間
庄
は
今
日
の
北
有
馬

・
南
有
馬
両
町
の
範
囲
に
止
ま
ら
ず
、
深
江
町

（当
時
深
江
村
）
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
深
江
村
地
頭
職
に
つ
い

て
は
、
深
江
文
書
、
宝
治
元
年
六
月
五
日
有
間
朝
澄
譲
状
案
に
、
「右
件
所
者
、
朝
澄
先
祖
相
伝
之
所
領
也
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
同
文
書
文
永
十
年
六
月
十
五
日
六
波
羅
御

教
書
に
、
同
じ
く
深
江
村
に
つ
い
て
、
「朝
澄
開
発
田
」
と
あ
る
。

要
す
る
に
、
後
世
戦
国
大
名
と
し
て
島
原
半
島

（高
来
郡
南
部
）
を
中
心
に
版
図
を
形
成
す
る
有
馬

（南
北
朝
時
代
以
降
こ
の
字
を
用
い
た
）
氏
の
初
期
の
人
物
が
深
く
関

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
有
間
朝
澄
は
、
こ
の
他
、
串
山
郷
と
も
関
わ
っ
て
い
た
。
ま
ず
こ
の
地
は
、
す
で
に
提
示
し
た
よ
う
に
、
河
上
神
社
文
書
正
応
五
年
八
月
十
六
日
に
「串
山
庄
二
十

丁
」
と
み
え
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
以
前
、
ｆ
口妻
鏡
」
寛
元
四
年
二
月
十
二
日
条
で
は
串
山
郷
と
し
て
、
串
山
庄
と
は
異
る
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

十
二
日
壬
寅
。
被
堀
時
評
定
。
有
間
左
衛
門
尉
朝
澄
進
置
懸
物
押
書
。
為
明
石
左
近
将
監
兼
綱
奉
行
有
沙
汰
。
串
山
郷
吏
也
。
而
彼
郷
者
。
朝
澄

一
期
之
後
、
可
伝
領
之
旨
。

本
主
養
母
尼
令
遺
言
上
者
、
可
被
置
朝
澄
押
書
之
由
。
越
中
七
郎
左
衛
門
次
郎
政
員
雖
訴
之
。
不
能
其
沙
汰
一バ
々
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
串
山
郷
の
知
行
を
め
ぐ
っ
て
、
越
中
七
郎
左
衛
門
次
郎
政
員
と
有
間
朝
澄
が
相
論
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
ｆ
口妻
鏡
』
寛
元
二
年
六

月
二
十
七
日
条
に
も
、

有
間
左
衛
門
尉
朝
澄
申
、
肥
前
高
木
東
郷
地
頭
職
事
、

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
結
局
、
有
間
朝
澄
は
串
山
郷
小
地
頭
職
で
あ
り
、
高
来
東
郷
惣
地
頭
越
中
政
員
と
串
山
郷
の
知
行
に
関
し
て
相
論
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
幕
府
は

朝
澄
を
勝
訴
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
、
串
山
郷
の
本
主
で
し
か
も
朝
澄
の
養
母
で
あ
る
菓
尼
が
記
し
た
朝
澄

一
期
の
後
、
こ
れ
を
伝
領
さ
せ
る
と
す
る
遺
言
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
惣
地
頭
対
小
地
頭
の
相
論
は
、
多
く
の
場
合
、
関
東
出
身
の
惣
地
頭
が
有
利
に
扱
わ
れ
、
九
州
出
身
の
小
地
頭
が
敗
訴
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
有
間
氏
が
勝
訴
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
有
間
氏
は
、
深
江
村
を
合
む
有
間
庄
、
及
び
串
山
郷
で
地
頭
領
主
制
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
高
来
東
郷

（庄
）
と
有
間
庄

と
の
関
係
、
ま
た
、
と
き
に
串
山
郷
と
さ
れ
、
と
き
に
串
山
庄
と
表
記
さ
れ
る
あ
り
か
た
自
体
、
有
間
氏
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
、
そ

れ
は
高
来
東
郷
惣
地
頭
越
中
氏
を
意
識
し
、
こ
れ
に
対
す
る
自
己
の
存
在
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
動
き
の
中
か
ら
起
き
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
有
間
氏
は
、
自

ら
の
本
貫
名
字
地
で
あ
る
有
間
庄
を
高
来
東
郷
庄
か
ら
分
離
独
立
せ
ん
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
旧
来
の
（そ
れ
は
何
時
の
時
点
で
起
き
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る

が
）串
山
郷
で
は
な
く
、
有
間
氏
は
自
ら
の
知
行
権
を
確
立
す
る
目
的
を
以
っ
て
串
山
庄
と
の
称
を
用
い
出
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
有
間
庄
が
高

来
東
郷
庄
と
同
様
、
そ
の
領
家
が
仁
和
寺
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い
。
も
し
同

一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
有
間
庄
は
本
庄
高
来
東
郷
庄
に
対
す
る
新
庄
と
い
う
こ
と

に
ぃ
な
る
。

な
お
こ
の
他
、
伊
佐
早
の
地
に
つ
い
て
も
、
「八
幡
宇
佐
宮
大
鏡
』
に
は
、

一　
一
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同
伊
佐
早
村
田
畠
同

と
し
て
、
こ
れ
を
伊
佐
早
村
と
す
る
。
し
か
し
、
前
掲
の
よ
う
に
、
河
上
神
社
文
書
で
は
、
正
応
五
年
八
月
十
六
日
当
時
、

伊
佐
早
庄
三
百
五
十
二
丁

と
し
て
、
伊
佐
早
庄
と
す
る
。
『八
幡
宇
佐
宮
大
鏡
』
に
よ
る
と
、
こ
の
地
は
も
と

「公
領
」
で
あ
っ
た
と
し
て
、
国
衛
領
が
庄
園
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

し
か
も
そ
れ
は
、
南
北
朝
期
に
入
っ
た
観
応
二
年
当
時
も
変
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
松
浦
文
書
、
観
応
二
年
十
二
月
二
十
五
日
付
足
利
直
冬
充
行
状
写
に
よ
る
と
、
足
利
直

冬
が
こ
の
日
、
松
浦
相
知
築
地
孫
十
郎
正
に
対
し
、
「肥
前
国
伊
佐
早
庄
内
福
田
村
拾
町
立
石
警
一郎
ｐ
そ
の
他
を
、
勲
功
の
賞
と
し
て
絵
付
し
て
い
る
。
来
島
文
書
同
日
付
足
利

直
冬
充
行
状
に
よ
る
と
、
同
様
に
直
冬
は
こ
の
日
、
松
浦
大
島
間
に
対
し
、
「肥
前
国
高
来
伊
佐
早
庄
内
宇
岐
古
里
加
野
津
二
郎
入
道
女
子
跡
弐
拾
五
町
」
そ
の
他
を
給
付
し

て
い
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
友
文
書
康
暦
元
年
五
月
二
日
付
足
利
義
満
袖
判
下
文
で
は
、
足
利
義
満
が
こ
の
日
、
筑
後
国
生
葉
庄
の
替
地
と
し
て
、
肥
前
国
内
の
「伊
佐
早
郡
内
宇
木
小

次
郎

と
ボ
像
八
郎

。
長
野
跡
」
そ
の
他
を
勲
功
の
賞
と
し
て
大
友
親
世
に
宛
行
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
、
幕
府
は
康
暦
二
年
八
月
四
日
、
今
川
了
俊
に

「大
友

親
世
代
」
に
沙
汰
付
け
す
る
こ
と
を
命
じ
た
が
、
そ
こ
で
も

「伊
佐
早
郡
内
」
と
し

（大
友
文
書
）
、
さ
ら
に
永
徳
二
年
七
月
十
八
日
付
大
友
親
世
所
傾
所
職
注
進
状
案

（大

友
文
書
）
で
も
、
や
は
り

「伊
佐
早
郡
内
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
単
な
る
誤
記
と
み
て
よ
い
も
の
か
。
問
題
を
残
す
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
河
上
神
社
文
書
河
上
社
文
書
紛
失
状
中
の
建
久
七
年
二
月
日
良
厳
解
状
案
に
、

深
溝
郡
司
応
順
　
在
判

図
師
観
慶
　
在
判

小
津
郡
司
相
秀
　
在
判

図
師
清
原
　
在
判

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
深
溝
郡
司

・
小
津
郡
司
と
い
う
も
の
が
み
え
る
。
肥
前
国
内
に
本
来
こ
の
よ
う
な
深
溝
郡

。
小
津
郡
は
な
く
、
従
っ
て
そ
れ
ら
の
大
領

・
小
領
で
も
な

い
、
こ
と
に

「郡
司
」
も
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
こ
の
よ
う
な
も
の
が
新
し
く
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
み
た

「西
郷
郡
司
」
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
も
の
を
見

れ
ば
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
と
、
先
の
伊
佐
早
郡
が
直
ち
に
関
連
す
る
か
と
い
え
ば
、
時
代
も
隔
た
っ
て
お
り
、
俄
か
に
即
断
で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
遺
憾
な
が
ら
明
確
な
主
張
を
持
つ
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

３
　
惣
地
頭
職
そ
の
他
を
め
ぐ

っ
て

次
に
、
高
来
東
郷

二
局
来
西
郷
を
め
ぐ
る
惣
地
頭
職
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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す
で
に
、
幾
つ
か
の
史
料
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
両
郷
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
惣
地
頭
職
が
幕
府
に
よ
っ
て
補
任
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
そ
の
点
に
つ
い
て
、
改
め
て
指

摘
し
よ
う
。

さ
き
に
承
久
二
年
八
月
二
十
日
付
関
東
下
知
状
（保
坂
潤
治
氏
所
蔵
文
書
）
を
提
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
来
西
郷
は
平
家
没
官
領
で
、
こ
れ
を
源
頼
朝
が
与
え
ら
れ
、

頼
朝
か
ら

「時
員
法
師
」
が
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
一
方
の
高
来
東
郷
地
頭
職
は

「行
員
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
て
こ
れ
ら
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
さ
き

に
瀬
野
精

一
郎
氏
が
共
に
野
本
氏
で
あ
っ
て
、
し
か
も
野
本
時
員
と
野
本
行
員
が
兄
弟
で
あ
る
と
し
て
い
る
？

野
本
氏
は
武
蔵
国
比
企
郡
野
本
村
を
本
貫
と
す
る
⑫
い
わ
ゆ
る

東
国
御
家
人
で
あ
る
。
こ
の
高
来
東
郷
地
頭
職
補
任
の
年
代
の
特
定
は
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
鎌
倉
初
期
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
文
永
二
年
七
月
二
十
九
日

肥
前
国
守
護
所
使
等
傷
実
検
状

（深
江
文
書
）
に
よ
る
と
、
「肥
前
国
高
来
東
郷
深
江
村
小
地
頭
安
冨
民
部
二
郎
入
道
心
空
」
が

「惣
地
頭
越
中
新
左
衛
内
尉
」
の
た
め
に
、
同

村
内
で

「打
郵
刃
傷
」
な
ど
の
狼
藉
を
受
け
た
と
し
て
太
宰
府
守
護
所
に
訴
え
て
い
る
。
こ
こ
に
安
富
心
空
が
深
江
村
の
小
地
頭
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
加
害
者

で
あ
る
越
中
新
左
衛
門
尉
長
員
が
惣
地
頭
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
越
中
長
員
が
高
来
東
郷
惣
地
頭
で
あ
っ
て
、
そ
の
所
管
内
の
深
江
村
小
地
頭
に
狼
藉
し
た
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
越
中
長
員
は
、
こ
の
時
点
で
高
来
東
郷
惣
地
頭
の
地
位
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
よ
り
先
、
ど
口妻
鏡
』寛
元
四
年
二
月
十
二
日
条
に
よ
っ
て
、
有
間
左
衛
門
尉
朝
澄
が
串
山
郷
に
関
し
、
越
中
七
郎
左
衛
門
次
郎
政
員
と
相
論
し
、
こ
の
日
、
政

員
の
訴
え
が
棄
却
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
も
、
こ
の
串
山
郷
が
高
来
東
郷
内
に
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
に
み
え
る
越
中
政
員
は
、
恐
ら
く
は
先
に
み
た

越
中
長
員
の
父
、
な
い
し
そ
れ
に
近
い
性
格
の
も
の
で
あ
っ
て
、
高
来
東
郷
惣
地
頭
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
先
の
野
本
行
員
が
か
つ
て
高
来
東
郷
惣
地
頭
職
で

あ
っ
た
も
の
を
継
承
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
高
来
東
郷
に
は
鎌
倉
初
期
に
野
本
行
員
が
惣
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
寛
元
四
年
二
月
以
前
に
越
中
政
員

が
こ
れ
に
代
り
、
次
い
で
文
永
二
年
七
月
以
前
に
そ
の
子
か
と
み
ら
れ
る
越
中
長
員
に
相
伝
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
、
高
来
西
郷
に
つ
い
て
は
、
右
の
如
く
、
高
来
東
郷
に
惣
地
頭
野
本
行
員
が
任
ぜ
ら
れ
た
事
実
に
照
ら
し
て
、
そ
の
兄
弟
が
同
じ
く
そ
の
地
頭
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
事
実
上
、
彼
は
高
来
西
郷
惣
地
頭
の
地
位
に
つ
い
て
い
た
と
み
て
支
障
な
い
。
と
す
れ
ば
鎌
倉
初
期
、
高
来
東
郷
・高
来
西
郷
に
、
そ
れ
ぞ
れ
野
本
氏
兄
弟
が
惣
地

頭
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
因
み
に
、
高
来
西
郷
に
つ
い
て
は
先
の
承
久
三
年
八
月
二
十
日
関
東
下
知
状
に
よ
っ
て
、
武
蔵
国
稲
毛
本
庄
と

「相
博
」
（交
換
）
し
、
高
来
西
郷
は
慈
円
の
所
領
と

な
り
、
不
輸
の
地
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
高
来
東
郷
の
領
家
で
あ
る
仁
和
寺

全
八
都
）
に
進
め
て
い
た
年
貢
は
、
惣
地
頭
野
本
行
員
の
沙
汰
と
し
て
仁
和
寺
に
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

さ
ら
に
ま
た
弘
安
十
年
八
月
二
十
六
日
付
少
弐
経
資
召
文

（深
江
文
書
）
、
同
十
年
十
月
二
十
日
付
少
弐
経
資
召
文

（同
前
）
に
よ
る
と
、
越
中
次
郎
左
衛
門
入
道
長
員
的
が

「高
来
東
郷
地
頭
兼
預
所
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
越
中
次
郎
左
衛
門
入
道
長
員
は
、
高
来
東
郷
惣
地
頭
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
預
所
も
兼
任
す
る
事
情
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

一
一一一



県立長崎シーボルト大学国際情報学部紀要 創刊号

一
四

惣
地
頭
職
に
つ
い
て
は
、
安
田
元
久
氏
側
以
来
多
く
論
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
も
既
に
史
料
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
弘
安
九
年
間
十
二
月

二
十
八
日
付
蒙
古
合
戦
勲
功
地
配
分
注
文

（比
志
島
文
書
）
に
よ
る
と
、
北
条
遠
江
守
時
定
が
、
「肥
前
国
高
木
西
郷
山
田
庄
領
家
惣
地
頭
両
職
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
山
田
庄
は
、
十
世
紀
に
編
纂
を
み
た

『倭
名
類
乗
抄
』
に
山
田
郷
と
し
て
み
え
、
こ
れ
が
鎌
倉
後
期
正
応
五
年
八
月
の

「河
上
宮
造
営
用
途
支
配
惣
田

数
注
文
」
に
は
、
「山
田
庄
二
百
四
十
丁
」
と
あ
っ
て
、
「同
西
郷
八
十
三
丁
」
と
は
区
別
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
初
め
と
し
て
、
こ
れ
以
前
、
鎌
倉
初
期
文
治
二
年
十

二
月
当
時
に
あ
っ
て
も
ま
た

「山
田
御
庄
」
（佐
々
本
文
書
）
と
あ
る
な
ど
独
立
し
た
庄
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
比
志
島
文
書
の
記
載
に
限
り
、
「高
木
西
郷

山
田
庄
」
と
さ
れ
る
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
考
え
る
べ
き

一
つ
の
点
は
、
北
条
時
定
が
蒙
古
合
戦
の
勲
功
の
賞
と
し
て
配
分
さ
れ
た
所
職
の

記
載
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
九
州
諸
国
内
の
北
条
氏
所
領
の
一
環
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
た
石
井
進
ぃ
氏
は
、
北
条
時
貞
は
、
高
来
西
郷
及
び
山
田
庄
の
各
領
家
惣
地
頭
職
と
し
て
捉
え

ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
瀬
野
精

一
郎
ぃ
氏
は
、
こ
れ
は

「高
来
西
郷
内
山
田
庄
の
意
味
で
」
あ
っ
て
、
そ
れ
は

「肥
前
国
高
来
東
郷
有
間
庄
内
深
江
村
と
あ
る
の
と
同
じ
記

載
の
仕
方
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
な
る
ほ
ど
深
江
村
の
場
合
と
類
似
し
た
記
載
方
式
で
は
あ
る
が
、
山
田
庄
自
体
は
、
こ
の
挑
安
九
年
の
前
に
も
後
に
も
高
来
西
郷
内
で
あ
っ

た
と
す
る
記
述
は
他
に
み
え
な
い
こ
と
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
故
に
筆
者
は
、
石
井
進
氏
の
説
く
よ
う
に
、
北
条
時
定
は
高
来
西
郷
、
及
び
山
田
庄
の
各
領
家
職
及
び
惣
地
頭

職
に
補
任
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
今
川
了
俊
書
下
に
、

肥
前
国
高
来
郡
内
山
田
庄
惣
地
頭
所
務
事
、
名
主
小
地
頭
等
令
違
背
一ム
々
、
所
詮
任
先
規
可
被
催
促
、
若
於
不
応
所
務
、
可
有
罪
科
也
、
存
其
旨
可
被
沙
汰
之
状
、
如
件
、

応
安
八
年
二
月
十
八
日
　
　
　

所^
嘘
ギ
花
押
）

田
原
下
野
権
守
殿

と
あ
る
。
こ
こ
に
み
る
よ
う
に
、
室
町
幕
府
も
ま
た
鎌
倉
幕
府
の
惣
地
頭
制
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
、
曽
て
筆
者
が
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（田
原
文
書
）的
が
、
こ
れ
は
ま

た
鎌
倉
時
代
の
山
田
庄
惣
地
頭
職
が
、
高
来
西
郷
惣
地
頭
と
別
個
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
高
来
西
郷
は
正
応
五
年
の
前
掲
史
料
に
よ
る
と
人
三
町
で
あ
っ
て
、

高
来
東
郷
の
二
五
四
町
と
比
し
て
著
し
く
狭
少
で
あ
る
。
そ
こ
で
幕
府
は
、
執
権
北
条
時
頼
の
弟
、
ま
た
北
条
時
宗
の
叔
父
で
あ
る
北
条
時
定
の
た
め
、
そ
の
不
足
分
を
補
う

べ
く
、
二
四
〇
町

（正
応
五
年

二
副
掲
史
料
）
に
も
及
ぶ
山
田
庄
に
着
日
し
、
そ
の
領
家

・
惣
地
頭
両
職
を
加
え
て
任
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
た
い
。
か
く
て
、
高
来
西
郷

惣
地
頭
職
は
鎌
倉
初
期
、
野
本
時
員
が
補
任
さ
れ
て
よ
り
後
、
こ
の
時
点
で
北
条
時
定
の
補
任

へ
と
推
移
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
う
し
た
高
来
東
郷
惣
地
頭
職
、
及
び
高
来
西
郷
惣
地
頭
職
の
性
格
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
郡
司
・郷
司
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
さ
き
に
網
野
善
彦
ω
氏
は
惣
地
頭
職
が
郡
内
に
お
け
る

「郷
司
の
総
体
で
あ
る
郡
司
職
を
継
承
す
る
職
」
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
氏
は
常
陸
国
南
郡

惣
地
頭
職
を
研
究
し
、
決
し
て
そ
れ
が
九
州
独
特
の
も
の
で
な
く
、
全
国
的
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
当
否
の
論
議
は
掴
く
と
し
て

も
、
右
に
み
る
よ
う
に
、
高
来
郡
内
に
お
け
る
惣
地
頭
職
が
、
高
来
郡
と
質
的
に
変
る
と
こ
ろ
の
な
い
高
来
東
郷
及
び
高
来
西
郷
と
深
く
関
わ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
存
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在
し
て
い
る
と
い
う
実
態
は
動
か
し
難
い
事
実
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
惣
地
頭
職
は
、
右
の
場
合
、
現
地
出
身
者
で
は
な
く
、
武
蔵
国
御
家
人
野
本
氏
で
あ
り
、
北
条
氏

一

門
で
あ
り
、
さ
ら
に
詳
細
な
出
身
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
東
国
御
家
人
と
み
ら
れ
る
越
中
氏
で
あ
る
。
先
述
し
た
高
来
西
郷
の

「西
郷
郡
司
」
多
比
良
氏
は
、
決
し
て

高
来
西
郷
惣
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
九
州
の
一
角
、
肥
前
高
来
郡
内
の
実
態
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

注０

『長
崎
県
史
』
古
代

。
中
世
編
。　
〓
二
七
ペ
ー
ジ
。

②

「河
上
神
社
文
書
」
正
平
十
六
年
十
月
二
十
八
日
征
西
将
軍
宮
令
旨
。

③
高
来
と
も
高
木
と
も
両
方
用
い
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
史
料
に
高
木
と
記
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
、
高
来
の
字
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

④

『大
分
県
史
料
』
の
の
解
説

（ニ
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
。

⑤
松
岡
久
人
氏

「郷
司
の
成
立
に
つ
い
て
」
歴
史
学
研
究
二

一
五
号
。

⑥
坂
本
賞
三
氏

『日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』
二
六
七
ペ
ー
ジ
。

⑦

「深
江
文
書
」
正
安
二
年
十
二
月
七
日
仁
和
寺
領
肥
前
国
高
来
東
郷
庄
深
江
村
年
貢
請
取
状
。

③

「佐
々
木
文
書
」
文
治
二
年
十
二
月
二
十
四
日
菓
下
文
。

③

「佐
々
木
文
書
」
正
応
元
年
十
月
十
二
日
北
条
為
時
袖
判
下
文
。

⑩

「深
江
文
書
」
正
応
元
年
十
月
二
十
二
日
宇
佐
宮
作
料
銭
請
取
状
。

①

「深
江
文
書
」
貞
和
二
年
六
月
十
二
日
高
師
直
奉
書
。

⑫

「広
福
寺
文
書
」
文
中
二
年
十
二
月
十
二
日
有
馬
澄
隆
去
状
。

⑬

『長
崎
県
史
』
古
代

。
中
世
編
。
二
九

一
ペ
ー
ジ
。

⑭

「大
川
文
書
」
正
応
五
年
十
二
月
二
十
日
藤
原
幸
円
譲
状
。

①

「大
川
文
書
」
元
応
三
年
二
月
二
十
七
日
肥
前
国
高
来
西
郷
永
吉
名
国
方
馬
上
検
注
目
録
。

④

「深
江
文
書
」
簾
治
元
年
六
月
五
日
有
間
朝
澄
譲
状
案
。

⑦
同
前
文
承
二
年
七
月
二
十
九
日
太
宰
府
守
護
所
使
等
傷
実
検
状
。

①
同
前
元
応
元
年
九
月
六
日
鎮
西
下
知
状
。

⑩
注
⑩
に
同
じ
。

一
五
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一
一ハ

⑩
同
前
貞
和
五
年
九
月
十
七
日
安
富
泰
重
田
地
等
売
券
。

①
同
前
貞
和
六
年
七
月
十
日
足
利
直
冬
御
教
書
。

働
同
前
観
応
二
年
九
月
十
七
日
安
富
泰
重
契
約
状
案
。

の
同
前
応
安
五
年
八
月
二
十
九
日
安
富
泰
重
譲
状
。

の
同
前
貞
和
七
年
正
月
十
日
足
利
直
冬
下
文
。

の
同
前
文
和
二
年
正
月
十
八
日
安
富
泰
重
本
物
返
田
地
等
売
券
。

ｍ
同
前
正
平
十
二
年
二
月
日
安
富
泰
重
田
地
等
寄
進
状
案
。

①
同
前
明
徳
二
年
五
月
日
安
富
泰
嗣
申
状
。

④
同
前
貞
和
二
年
六
月
十
二
日
高
師
直
奉
書
。

の

「広
福
寺
文
書
」
正
平
十
六
年
十

一
月
二
日
有
馬
直
澄
売
券
案
。

①
同
前
正
平
十
七
年
八
月
二
十
二
日
菓
寄
進
状
。

ω

「松
尾
貞
明
氏
所
蔵
文
書
」
延
文
四
年
九
月
二
日
室
町
幕
府
御
教
書
に
は
、
「肥
前
国
高
来
郡
上
津
佐
村
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
加
津
佐
村
と
も
、
賀
津

佐
村
と
も
異
る
上
津
佐
村
と
表
記
す
る
。

け

「大
川
文
書
」
建
保
五
年
九
月
十
四
日
肥
前
国
高
来
郡
内
宇
佐
宮
領
立
券
文
。

①
同
前
仁
治
元
年
間
十
月
六
日
関
東
御
教
書
案
。

⑭
同
前
仁
治
二
年
十
月
十
五
日
肥
前
国
守
護
所
下
文
案
。

⑮
注
⑭
に
同
じ
。

∞

「大
川
文
書
」
正
応
六
年
四
月
二
日
藤
原
幸
円
譲
状
案
。

働
同
前
永
仁
六
年
二
月
十
二
日
鎮
西
探
題
北
条
実
政
書
状
案
。

⑪
同
前
正
応
二
年
八
月
六
日
鎮
西
探
題
裁
許
状
案
。

①
同
前
正
中
二
年
二
月
十
九
日
藤
原
幸
朝
等
連
署
和
与
状
。

⑩
本
庄
と
新
庄
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
坂
本
氏

『日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』
三
四
六
ペ
ー
ジ
。

①
瀬
野
精

一
郎
氏

『鎮
西
御
家
人
の
研
究
』
二
四
四
、
二
四
五
ペ
ー
ジ
。　
一
方
、
『姓
氏
家
系
大
辞
典
』
野
本
氏
項
で
は
、
必
ず
し
も
時
員

・
行
員
を
兄
弟
と
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
も
十
分
納
得
し
難
い
。
ひ
と
ま
ず
瀬
野
氏
に
従
い
た
い
。
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一
七

島原半島略図

・神代　　　一螂・豫

・募摺露
瑞穂町



一
八

⑫
太
田
亮
氏

『姓
氏
家
系
大
辞
典
』
野
本
氏
項
。

④
越
中
長
員
に
つ
い
て
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
越
中
新
左
衛
門
尉
と
も
、
ま
た
こ
こ
に
記
す
よ
う
に
越
中
次
郎
左
衛
門
尉
と
も
み
え
る
。
何
れ
か

一
方
が
誤
り
で
あ
る
か
、

或
い
は
改
め
た
も
の
か
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。

⑭
安
田
元
久
氏

「中
世
初
期
に
お
け
る
所
領
給
与
の
一
形
態
―
―
西
国
の
惣
地
頭
に
つ
い
て
―
―
」
（同
氏

『地
頭
及
び
地
頭
領
主
制
の
研
究
し
。
鈴
木
国
弘
氏

「『惣
地
頭

職
』
成
立
の
歴
史
的
前
提
」
日
本
史
研
究

一
一
四
号
。
そ
の
他
。

い
石
井
進
氏

「九
州
諸
国
に
お
け
る
北
条
氏
所
領
の
研
究
」
『荘
園
制
と
武
家
社
会
』
。

④
瀬
野
氏
前
掲
著
書
二
五
五
ペ
ー
ジ
。

⑪
外
山

『大
名
領
国
形
成
過
程
の
研
究
』
三
二
三
ペ
ー
ジ
。

④
網
野
善
彦
氏

「常
陸
国
南
郡
惣
地
頭
の
成
立
と
展
開
」
茨
城
県
史
研
究

一
一
号
。

二
、
高
来

一
揆
に
つ
い
て

１
　
高
来
北
方

一
揆

（北
高
来

一
揆
）
の
存
在

近
時
、
山
口
隼
正
氏
は
佐
々
木
文
書
の
肥
前
国
関
係
文
書
を
紹
介
さ
れ
た
想

そ
の
中
に
肥
前
国
高
来
郡
の
高
来
北
方

一
揆

（北
高
来

一
揆
）
に
関
す
る
四
通
の
史
料
が
認

め
ら
れ
る
。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

九
月
二
日

高
来
北
方

一
揆
中

｛稀
船
サ

号
帯
御
教
書
相
語
太
宰
少
弐
致
乱
入
追
放
被
官
人
等
一パ
々
、
甚
不
可
然
、
不
日
令
合

県立長崎シーボルト大学国際情報学部紀要 創刊号

そ
こ
で
、
改
め
て
こ
れ
を
掲
示
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

（胤
鎮
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（索
）

①
千
葉
介
井
大
友
五
郎
親
重
事
、
令
現
形
肥
前
国
一ム
々
、
被
談
合
大
内
修
理
大
夫
、
不
日
可
加
治
罰
也
、

０
筑
前
国
所
々
・豊
前
国
事
、
大
内
新
介
教
弘
当
知
行
之
処
、
大
内
孫
太
郎
以
下
残
党
、

力
教
弘
、
可
被
抽
忠
節
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
”
執
達
如
作
、

嘉
吉
元
年
間
九
月
廿
六
日
　
　
右
京
大
夫

（花
押
）

北
高
来

一
揆
中
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⑥
先
日
進
状
侯
、
於
干
今
者
、
定
参
着
候
哉
、
兼
又
被
御
教
書
候
、
日
出
候
、
御
請
文
可
給
候
、
早
速
御
奔
走
可
為
御
忠
節
候
、
随
而
残
之
方

へ
被
成
下
候
御
教
書
案
文
為

御
披
見
、
進
之
候
、
将
又

一
昨
日
十
五
敵
勢
仕
候
て
、
批
響
郡
道
寺
代

へ
差
寄
候
処
、
御
方
合
戦
勝
利
候
間
、
大
慶
候
、
今
日
又

一
陣
執
寄
候
、
此
方
計
略
不
廻
時
日
候
、

其
堺
事
不
日
御
了
簡
可
然
候
、
恐
々
謹
言
、

十
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
教
弘

（花
押
）

北
高
来

一
揆
御
中

⑧
就
庄
内
面
々
事
、　
一
昨
日
資
幸
雖
被
申
定
候
、　
一
族
中
同
内
之
人
々
以
連
署
令
申
候
、
偽
御

一
揆
中
与
有
馬
方
所
務
弓
矢
出
来
候
者
、
如
先
日
御
契
約
御
大
事
〓
工
申
、
又

者
可
得
御
力
候
、
此
之
旨
卵
不
可
有
違
返
候
、
四
面
八
幡
も
御
照
覧
候
へ
、
不
可
有
疎
碁
候
、
併
期
後
信
候
、
恐
々
謹
言
、

八
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
資
通

（花
押
）

資
吉

（花
押
）

資
武

（花
押
）　
　
　
　
　
　
　
´

重
阿

（花
押
）

道
厳

（花
押
）

資
忠

（花
押
）

資
宗

（花
押
）

氏
光

（花
押
）

幸
友

（花
押
）

満
資

（花
押
）

北
方
御

一
揆
中

さ
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
つ
い
て
、
山
口
氏
は
、
四
通
の
文
書
は
、
そ
の
宛
先
に
い
高
来
北
方

一
揆
、
⑧
⑥
北
高
来

一
揆
、
⑧
北
方
御

一
揆
等
と
み
え
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
氏
は
、
「島
原
半
島
北
部
」
に
国
人

一
揆
が
形
式
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
⑧
文
書
に
つ
い
て
、
「冒
頭
の

『庄
内
面
々
』
を
山
田
荘
民

だ
と
見
る
と
、
こ
こ
に
連
署
し
た
資
通
ら
十
名
は
山
田
荘

一
揆
の
メ
ン
パ
ー
で
」
あ
る
と
さ
れ
た
。

た
し
か
に
こ
こ
に
み
え
る
史
料
に
よ
っ
て
、
高
来
北
方

一
揆
、
な
い
し
北
高
来

一
揆
、
北
方

一
揆
等
と
称
さ
れ
る
国
人

一
揆
が
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

一
九
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二
〇

全
面
的
に
賛
成
で
あ
っ
て
、
異
論
は
な
い
。
た
だ
こ
れ
が
、
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に

「島
原
半
島
北
部
」
の
一
揆
と
い
う
捉
え
か
た
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
問
題
で
あ
る
。
高

来
郡
は
当
時
島
原
半
島
の
み
で
な
く
、
現
在
の
諫
早
市
、
及
び
北
高
来
郡
も
含
む
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
必
ず
し
も

「島
原
半
島
北
部
」
と
い
う
も

の
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
の
諌
早
市
、
及
び
北
高
来
郡
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
「山
田
荘

一
揆
の
メ
ン
バ
ー
」
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
山
田
荘

一
揆
と
い
う
語
は
見
当
ら
ず
、
従
っ
て
、
そ
う
し
た

一
揆
が
存
在
し
た
と
理
解
す
る
の
に
は
や

や
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
単
に
山
田
庄
内
の
面
々
と
み
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
後
で
詳
述
し
た
い
。

２
　
高
来

一
揆
の
解
体
過
程

高
来
郡
内
の
国
人

一
揆
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
早
く
か
ら
注
目
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た

『北
肥
戦
誌
』
（別
名

『九
州
治
乱
記
し

に
よ
る
と
、

肥
前
国
高
来
郡
に

「高
来

一
揆
」
と
い
う
も
の
が
結
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
同
書
は
、
三
カ
所
に
わ
た
っ
て
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

例
答
三
　

「高
来

一
揆
」

貞
治
元
年
九
月
。

ｍ
容
四
　

「
一
揆
」

応
安
七
年
八
月
。

口
各
四

　

「高
来
郡
の
一
揆
」
永
徳
二
年
九
月
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

肥
前
国
の
国
人

一
揆
と
し
て
は
、
松
浦
党
の
一
揆
が
夙
に
著
名
で
あ
っ
て
、
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
こ
の
他
、
彼
杵
庄
に
は
、
「彼
杵

一
揆
」
、
及
び
「彼
杵
庄
南
方

一
揆
」
、

「浦
上

一
揆
」
が
あ
り
、
筆
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
拙
論
を
草
し
た
経
緯
が
あ
る
？

従
っ
て
こ
う
し
た
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
高
来
郡
に
国
人

一
揆
が
存
在
し
た
と
し
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
『北
肥
戦
誌
』
は
、
何
分
江
戸
時
代
の
編
纂
物
で
あ
っ

て
史
料
価
値
に
問
題
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
先
に
、
拙
著

『高
来
の
風
ど

の
中
で
、
高
来
郡
に
高
来

一
揆
が
成
立
し
た
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
す
る
と
共
に
、

今
後
に
お
い
て
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る

一
等
史
料
の
出
現
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
今
回
、
山
口
氏
に
よ
っ
て
鹿
児
島
市
内
か
ら
発
見
さ
れ
た

佐
々
木
文
書
の
中
に
、
「高
来
北
方

一
揆
」
（北
高
来

一
揆
）
の
記
述
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
裏
付
け
の
一
端
を
得
て
慶
賀
す
べ
き
こ
と
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て

コ
局
来

一
揆
」
自
体
を
記
し
た
も
の
は
見
当
ら
ず
、
ま
た
松
浦
党
の

一
揆
や
、
彼
杵

一
揆
に
み
ら
れ
た
よ
う
な

一
揆
契
諾
状
、
な
い
し

一
揆
連
判
状

も
こ
こ
で
は
見
当
ら
な
い
。
ま
し
て
そ
の
加
盟
者
が
何
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
分
布
が
正
確
に
高
来
郡
の
ど
の
範
囲
ま
で
及
ん
で
い
た
か
、
さ
ら
に
は
そ
の
活
動
の
詳
細
は
依
然

と
し
て
十
分
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
遺
憾
で
あ
る
と
い
う
他
は
な
い
。

山
口
氏
は
佐
々
木
文
書
の
い
に
つ
い
て
、
当
時
、
千
葉
胤
鎮
―
大
友
親
重
に
対
抗
す
る
た
め
、
足
利
義
教
―
大
内
持
世
―
高
来
北
方

一
揆
の
ラ
イ
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
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と
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
氏
は
、
嘉
吉
の
乱
以
前
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
佐
々
木
文
書
に
み
え
る

「高
来
北
方

一
揆
」
（北
高
来

一
揆
）
と
、
右
の

『北
肥
戦
誌
』
の
記
す
高
来

一
揆
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
は

た
し
て
高
来

一
揆
は
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

３
　
高
来

一
揆
と
高
来
北
方

一
揆

そ
も
そ
も

『北
肥
戦
誌
』
に
み
え
る
高
来

一
揆
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
少
く
と
も
貞
治
元
年
か
ら
永
徳
二
年
ま
で
、
都
合
二
十

一
年
間
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
存
在
し
て

い
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
佐
々
木
文
書
の
高
来
北
方

一
揆
に
関
す
る
唯

一
の
年
代
記
述
で
あ
る
嘉
吉
元
年
と
、
先
の
永
徳
三
年
と
の
間
に
は
実
に
五
八
年
間
の
時
間
的
隔
り

が
あ
る
。
こ
の
隔
り
自
体
に
つ
い
て
は
ど
う
み
た
ら
よ
い
の
で
あ
る
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
史
料
価
値
は
劣
る
と
は
い
え
、
い
ま
少
し

『北
肥
戦
誌
』
を
吟
味
し
、
ま
た
他

の
彼
杵

一
揆
等
と
も
比
較
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『北
肥
戦
誌
』
に
よ
る
と
、
貞
治
元
年
高
来

一
揆
は
、
肥
後
の
菊
池
武
光
に
属
し
て
活
動
し
、
こ
の
中
の
一
員
で
あ
る
安
富
民
部
大
夫
泰
重
が
敵
の
首
級
を
と
る
な
ど
の
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
九
州
探
題
斯
波
氏
経

。
大
友
氏
時

・
少
弐
頼
尚
等
は
敗
れ
、
菊
池
武
光
等
は
勝
利
し
た
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
そ
の
三
年
前
の
延
文
四
年
、
い
わ
ゆ
る
筑

後
川
の
戦
で
、
少
弐
大
友
氏
等
六
万
の
連
合
軍
が
、
菊
池
武
光
の
四
万
の
軍
に
大
敗
し
、
以
後
肥
前
に
も
菊
池
氏
の
勢
威
が
及
ん
で
き
た
コ
」
と
か
ら
、
高
来

一
揆
の
面
々
も

こ
の
流
れ
に
従
い
、
菊
池
武
光
に
従
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
安
富

（深
江
）
泰
重
も
、
高
来

一
揆
の
一
員
と
し
て
、
当
初
北
朝
方
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、
こ

の
段
階
に
至
っ
て
南
朝
方
に
廻
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
九
州
南
朝
勢
力
の
拡
大
、
そ
れ
と
裏
は
ら
に
北
朝
勢
力
が
衰
退
し
た
こ
と
に
対
し
、
足
利
氏
は
応
安
二
年
六
月
、　
一
門
の
今
川
了
俊
を
九
州
探
題
に
起
用
し
、
頼

勢
の
挽
回
を
計
ろ
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
今
川
了
俊
は
翌
四
年
末
九
州
に
入
部
し
て
活
動
を
開
始
⑤
し
た
。
彼
は
幕
府
の
期
待
に
答
え
て
応
安
五
年
八
月
、
懐
良
親
王
の
拠
る

征
西
府
を
陥
し
た
。
そ
の
た
め
菊
池
氏
は
肥
後
の
本
拠

へ
退
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
九
州
は
再
び
北
朝
優
位
の
情
勢

へ
と
推
移
し
た
。
了
俊
は
こ
う
し
た
間
に
も
、
応

安
六
年
二
月
に
肥
前
に
赴
き
、
南
朝
方
の
伊
佐
早
右
近
五
郎
と
西
郷
藤
二
郎
を
そ
れ
ぞ
れ
伊
佐
早
域
と
字
木
城
に
攻
め
、　
こ
れ
を
降
し
た
。

了
俊
は
、
な
お
も
翌
七
年
二
月
肥
前
に
下
り
、
再
び
宇
木
城
と
長
野
城
を
陥
し
、
船
越
城
に
入
っ
た
。
八
月
に
入
っ
て
、
有
馬

・
深
堀

・
多
比
良

・
深
町
、
そ
の
他
の
北
朝

方
の
者
は
有
家
で
了
俊
と
戦
い
敗
れ
た
。
こ
の
た
め
高
来

一
揆
の
者
は
悉
く
降
り
、
高
来
郡
は
北
朝
方
の
者
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ｃ

し
か
し
、
そ
の
後
永
徳
元
年
九
月
、
菊
池
氏
は
有
馬
泰
隆
・鳥
栖
武
資
等
を
催
し
て
高
来
郡
で
蜂
起
さ
せ
、
大
浦
城
に
楯
籠
り
、
温
泉
嶽
を
要
害
と
し
た
。
肥
後
に
あ
っ
て

こ
れ
を
知
っ
た
了
俊
は
、
海
路
高
来
郡

へ
渡
り
、
こ
れ
を
攻
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
菊
池
武
資
は
城
を
逃
れ
、
有
馬
泰
隆
は
降
っ
た
。
そ
し
て
永
徳
二
年
九
月
、
安
富
氏
以
下

の
高
来

一
揆
は
了
俊
の
下
に
来
付
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
高
来

一
揆
の
者
は
、
当
初
北
朝
方
と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
筑
後
川
の
戦
の
後
、
菊
池
氏
の
南
朝
勢
力
が
強
ま
り
、
こ
れ
が
肥
前
に
浸
透

一
一
一
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一
一
二

す
る
に
及
ん
で
南
朝
方

へ
付
い
た
。
次
い
で
、
九
州
探
題
今
川
了
俊
の
優
れ
た
戦
略
活
動
が
効
を
奏
す
る
の
を
見
る
や
、
再
び
北
朝
方

へ
と
復
帰
す
る
と
い
う
日
和
見
な
行
動

を
と
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
高
来

一
揆
の
動
向
は
、
か
つ
て
筆
者
が
検
討
し
た
高
来
郡
に
隣
接
す
る
肥
前
国
彼
杵
郡
に
成
立
し
て
い
た
彼
杵

一
揆
の
動
向
と
、
軌
を

一
に
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
同

一
揆
も
ま
た
当
初
北
朝
方
と
し
て
組
織
さ
れ
な
が
ら
、
筑
後
川
の
戦
で
北
朝
方
が
大
敗
し
、
肥
前
に
菊
池
氏
の
勢
威
が
及
ん
で
来
る
と
、
南
朝
方
に
廻
り
、
九
州
探
題

今
川
了
俊
の
戦
略
が
成
果
を
上
げ
た
の
を
見
て
、
再
び
北
朝
方
に
復
す
る
の
と
変
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
『北
肥
戦
誌
』
と
い
う
江
戸
時
代
の
編
纂
物
に
登
載
さ
れ
た
記
述
で
は

あ
る
が
蓋
然
性
に
富
み
、
史
料
価
値
は
極
め
て
高
い
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
９

今
回
、
佐
々
木
文
書
に
記
さ
れ
る
も
の
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
、
高
来
北
方

一
揆

・
北
高
来

一
揆

・北
方
御

一
揆
等
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
然
し
て
、
彼
杵

一
揆
に
つ
い
て

い
え
ば
、
当
初
、
彼
杵

一
揆
、
な
い
し
彼
杵
庄

一
揆
と
し
て
成
立
し
た
も
の
が
、
や
が
て
彼
杵
郡
内

一
揆

・
彼
杵
庄
南
方

一
揆

・彼
杵
郡
南
方

一
揆
と
称
さ
れ
る
も
の
へ
と
変

り
、
さ
ら
に
そ
の
間
に
、
彼
杵
郡
ま
た
は
彼
杵
庄
の
一
角
の
浦
上
の
地
を
基
盤
と
す
る
浦
上

一
揆
と
い
う
も
の
が
見
え
る
事
情
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
見
た
。
時
期
的
に
は
、

彼
杵

一
揆
自
体
が
史
料
に
初
見
さ
れ
る
の
が
延
文
五
年
か
と
推
定
さ
れ
る
。
次
い
で
貞
治
二
年
に
は
早
く
も
彼
杵
庄
南
方
内

一
揆
と
い
う
も
の
が
出
現
し
、
康
応
元
年
に
は
浦

上

一
揆
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
同
時
に
ま
た
彼
杵

一
揆
と
時
津

一
族
と
が
そ
の
宛
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
さ
き
に
、
彼
杵

一
揆
が
分
裂
崩

壊
過
程
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
た
。

右
の
佐
々
木
文
書
の
嘉
吉
元
年
に
み
え
る
北
高
来

一
揆
は
、
彼
杵

一
揆
の
流
れ
か
ら
し
て
、
類
似
し
た
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
当
初
高
来
郡
内
の
国
人

に
よ
る
高
来

一
揆
が
結
成
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
が
必
ず
し
も
十
分
結
束
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
⑮
史
料
に
示
す
よ
う
に
、
「御

一
揆
中
与
有
馬
方
所
務
弓

矢
出
来
候
者
」
と
い
う
文
言
は
、
そ
の
一
端
を
窺
わ
せ
る
。
こ
う
し
て
高
来
北
方

一
揆
、
ま
た
は
北
高
来

一
揆
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
分
裂

・
矮
小
化
し
、
解
体
さ
れ
て
行

く
過
程
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注①
山
口
隼
正
氏

「佐
々
木
文
書
―
―
中
世
肥
前
国
関
係
史
料
拾
遺
」
九
州
史
学

一
二
五
号
。

②
外
山

『中
世
九
州
社
会
史
の
研
究
』

一
四
六
ペ
ー
ジ
以
降
。

③
外
山

『高
来
の
風
』
七
五
ペ
ー
ジ
以
降
。

④
外
山

『中
世
の
九
州
』

一
四
二
ペ
ー
ジ
以
降
。

⑤
川
添
昭
二
氏

『今
川
了
俊
』
九
四
ペ
ー
ジ
。

⑥
肥
前
西
南
部

（主
と
し
て
長
崎
県
域
）
に
お
け
る
了
俊
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
川
添
昭
二
氏
編

『今
川
了
俊
関
係
史
料
』
上

・
下
に
も
、
特
に
裏
付
け
る

一
等
史
料
を
欠
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い
て
い
て
収
録
さ
れ
た
も
の
は
み
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
や
む
な
く
、
『北
肥
戦
誌
』
の
記
述
に
よ
っ
て
補
足
し
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
こ
れ
ま
で
肥
前
国
に
お
い
て
、
本
来
の
高
来
郡
に
代
っ
て
、
平
安
末
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
高
来
東
郷
・高
来
西
郷
と
い
う
も
の
が
存
在
し
た
。
こ
の
こ
と
を

め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
次
に
、
同
じ
く

（本
来
の
）
高
来
郡
に
お
い
て
、
南
北
朝
後
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
北
高
来

一
揆
、
ま
た
は
高
来
北
方

一
揆
、

一
揆
と
い
う
も
の
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
一
揆
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

個
々
の
問
題
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
内
容
が
仔
細
に
わ
た
り
、
か
つ
多
岐
に
及
ん
で
い
る
の
で
、
こ
こ
で
こ
れ
ら
に
つ
い
て
反
復
し
、
ま
た
単
純
な
結
論
を
提
示
す
る
こ
と

は
し
な
い
。

中
世
は
、
「暴
力
と
無
秩
序
の
時
代
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
単
に
人
間
関
係
の
み
で
な
く
、
土
地
制
度
の
面
に
も
十
分
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
は
地
域
の
呼
称
も
、
各
人
の
利
害
と
も
深
く
関
わ
り
な
が
ら
、
恣
意
的
に
用
い
ら
れ
、
結
果
と
し
て
多
様
な
も
の
が
出
現
し
て
い
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
考
察
し
た
が
、
と
も
す
れ
ば
こ
れ
を
十
分
理
解
せ
ず
、
或
い
は
誤
解
し
、
非
礼
に
わ
た
る
点
が
な

か
っ
た
か
と
恐
れ
て
い
る
。
大
方
の
御
叱
正
を
御
願
い
し
た
い
。

一
一三


